
頭一
言一
一一な

ぜ
い
ま
国
際
教
養
大
学
な
の
か

一一一一一
巻一

中

嶋

『
歴
史
と
未
来』
第二
七
号
刊
行
に
あ
たっ
て

私の
東
京
外
国
語
大
学
退
官と
い
う
事
情
も
あっ
て、
本
誌
第

二
六
号が
出て
か
ら、
すで
に
三
年
半の
歳
月が
過
ぎ
て
い
る。

そ
の
号に
は、
「
国
際
社
会の
変
動
と
大
学」
と
題
す
る
東
京
外

国
語
大
学で
の
私の
最
終
講
義
も
載せ
て
頂い
て
い
る
が、
こ
の

間に
は
私
自
身に
も
思い
が
け
ない
変
化が
あ
り、
現
在
私
は、

二
O
O
四
年四
月に
秋
田
県に
開
学し
た
公
立
大
学
法
人
国
際
教

養
大
学
（〉
E
S
EEM－ロ
巳芯ロ巴
C巳
ggF許可、
A
I
U）
の

理
事
長・
学
長と
し
て、
全
く
新し
い
大
学の
運
営
と
教
育に
携

わっ
て
い
る。

昨
夜
は
秋
田の
伝
統
的な
夏
祭
りで
あ
る
「
竿
燈
祭」
が
始ま

り、
市の
目
抜
き
通
りに
二
百
数
十
本の
竿
燈が
立ち
並ぶ
光
と

音の
壮
大
な
饗
宴
と
なっ
た。
A
I
Uの
学
生
た
ち
も
加
わっ
て

い
る
の
で、
私
も
法
被
姿で
隊
列
を
先
導
し
た。
『
秋
田
魁
（
さ

き
が
け）
新
報』
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
け
れ
ど、
A
I
U

嶺

雄

の
竿
燈に
は
ス
ウェ
ー
デン
や
ド
イ
ツ
な
ど
か
らの
留
学
生
やア

メ
リ
カ
人の
教
授
も
加
わっ
て
い
て
国
際
色が
豊か
で
あ
り、
ま

た
竿
燈
を
見
て
帰
国す
るモ
ン
ゴ
ル、
台
湾、
ア
メ
リ
カ、
カ
ナ

ダ
な
ど
の
留
学
生
は、
涙な
が
ら
に
私の
手を
握っ
て
別れ
を
惜

し
ん
で
い
た。

人
生
と
は
ま
こ
と
に
わ
か
ら
ない
もの
で、
私が
あの
ま
ま
東

京
外
国
語
大
学の
学長
を
続
け
て
い
た
と
し
た
ら、
こ
の
よ
う
な

感激も
人
生の
新しい
挑戦での
ま男や
喜び
も
体験で
きな
かっ

た
で
あ
ろ
う。
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一
二
世
紀は
ま
さ
に
グロ
ーバ
ル
化の
時
代で
あ
り、
そ
れ
を

避
け
て
過ご
すこ
と
は
で
き
ない。
国
境が
ま
す
ま
す
低
くな
り

20
互
角－gω）、
I
T
の
発
達に
よっ
て
世
界が
同
時に
進
行す

る
（包自己
S
50
5）
新
し
い
時
代の
到
来
だ
と
い
え
よ
う。
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だ
か
ら
こ
そ
ま
た
私た
ち
に
とっ
て
は、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ

デン
ティ
ティ
ー
が
探
求さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
だ。

し
か
し、
日
本の
大
学は、
そ
の
数が
現
在、
四
年
制
大
学だ

けで
七二
三
校に
もの
ぼっ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
う
し

た
グロ
ーバ
ル
化の
時
代に
真に
対
応
で
き
る
組
織
や
教
育プロ

グ
ラム
を
十
分そ
な
え
て
い
る
と
は
到
底
言え
ない。
こ
れ
で
は、

一
二
世
紀の
高
度
な
知
的
基
盤
社
会
（
E伺Fq
Eo
三
amo

gm
a
gao許可）
に
生
き
る
人
材
を
わ
が
国
で
育
成
す
る
こ
と

は
き
わめ
て
困
難で
あ
る。
そ
の
よ
う
な
グロ
ーバ
ル
化の
時
代

を
日
本が
積
極
的に
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
も、
国
際
社
会で

十
分に
活
躍で
き
る
人
材が
是
非
必
要で
あ
り、
多
くの
日
本
国

民に
とっ
て
も、
グロ
ーバ
ル
化に
対
応
す
る
高
等
教
育を
受け

る
こ
と
が
き
わめ
て
重
要だ
と
私
は
従
来
か
ら
考え
て
い
た。
理

系・
文
系い
ず
れ
を
選ぶ
に
せ
よ、
こ
れ
か
らの
時
代に
は
外
国

語、
と
く
に
英
語に
よ
るコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
重

要に
な
る
こ
と
は
疑い
な
く、
さ
ら
に
母
語と
英
語に
加
え
て
出

来れ
ば
ア
ジ
ア
の
言
語
も
学ぶ
と
いっ
た
コニ
言
語
主
義」
を
私

は
唱
道
し
て
い
る。

国
際
教
養
大
学は、
こ
の
よ
う
な
時
代の
要
請に
応
え
るべ
く、

こ
れ
か
らの
グロ
ーバ
ル
化の
時
代に
挑
戦
す
る
大
学と
し
て
構

想
し、
全
くの
白
紙に
線を
引
くよ
う
に
し
て
開
設
さ
れ
た。
秋

田
県の
寺田
典
城
知
事
を
は
じ
め、
多
くの
方々
の
ご
支
援
や
助

言
も
大
変
有
益で
あっ
た。

「
授
業
は
すべ
て
英
語で」
「一
学
年
定
員一
O
O
名
（二
O

O
六
年
度か
ら
は一
三
O
名）
の
少
数
精
鋭で、
新
入
生
は
全
員

が
寮
生
活」
「T
O
E
F
L
（
P
B
T）
五
五
O
点
以
上
での一

年
間
約三
O
単
位
取
得を
目
指
す
海
外
留
学が
義
務」
「
全
世
界

に
公
募し
た
優
秀な
教
員は
大
半
（
約六
Oパ
ー
セ
ン
ト）
が
外

国
人」
「ア
ジ
ア
地
域の
み
な
ら
ず
欧
米か
らの
留
学
生
も
多い

キャ
ンパ
ス
は
常に
異
文
化
空
間」
「
図
書
館
は
二
四
時
間オ
ー

プ
ン」
「
教
職
員
は
三
年の
任
期
制と
評
価に
よ
る
年
俸
制」
な

ど、
こ
れ
ま
で
の
大
学に
は
な
かっ
た
様々
な
特
徴を
打ち
出し

て
の
関
学で
あっ
た。

こ
の
大
学の
基
本
的な
性
格
は、
「
国
際
教
養」
と
い．つ
新
し

い
コ
ン
セ
プ
卜
を
大
学名に
掲げ
た
こ
と
に
も
示さ
れ
て
い
る
よ

う
に
（わ
が
国の
国公
立
大
学
は
すベ
て
地
名
や
地
域名
を
大
学

名に
冠し
て
い
る）、
教
養
教
育
（「Fσ。弓巳
〉同1g
回仏ロ一

を
重
視し
た、
し
か
も
実
学
的な
大
学で
あ
る
こ
と
で
あ
る。
一

九
九一
年の
大
学
設
置
基
準の
大
綱
化
以
来、
学
部
教
育
（
学
士

課
程）
か
ら
教
養
教
育が
消え
去
り、
十
分な
知
識
も
身につ
け

ず
に
初め
か
ら
専
門
教
育の
小
部
屋に
閉じ
込め
ら
れ
て
し
まっ

て
い
る
弊
害を
な
く
す
た
め
に、
一
年
間の
留
学
経
験
も
含め
て

学
生
が
広
く
深
く
学び、
主
体
的に
自
己
発
見で
き
る
よ
う
な
カ

リ
キ
ュ
ラムaつ
く
り
に
努
め
て
き
た。
学
生
は
入
学
直
後
の

T
O
E
F
L
に
よ
る
能
力
別ク
ラス
編
成で
EA
P
（回ロmzmF

F円
〉
S
号呂芯
司ロ
弓oωo、
E
A
P）
の
英
語
集
中プロ
グ
ラ

ム
に
身を
置
き、
次の
基
盤
教
育の
段
階で
は、
本
物の
教
養
教

育の一
環と
し
て、
国
際
的ヴァ
イ
オ
リニ
ス
ト
の
渡
辺
玲
子さ
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ん
（
特
任
助
教
授）
に
「
芸
術・
芸
術
論
（
音
楽
と
演
奏）」
を

学ぶ
こ
と
も
で
き
る
と
いっ
た
授
業
編
成に
なっ
て
い
て、
私
自

身
も「
グロ
ーバ
ル・
ス
タ
ディ
l
ズ
概
論」
と「
東ア
ジ
ア
研
究

概
論」
を
講
義し
て
い
る。

こ
う
し
た
構
想で
立ち
上
げ
た
大
学で
あっ
た
が、
当
初は
果

し
て
優
秀な
教
職
員が
集
ま
る
だ
ろ
う
か、
学
生
が
来る
だ
ろ
う

か、
と
いっ
た
懸
念が
当
然一
部に
は
あっ
た
よ
う
で
あ
る。
し

か
し
教
員を
全
世
界に
向け
て
公
募し
た
と
こ
ろ、
第一
期一
五

名の
枠
に
な
ん
と
五
七一
名の
応
募が
あっ
た。
受
験
生
は
大
学

入
試セ
ン
タ
ー
を
関
学
初
年
度
は
使え
な
い
こ
と
も
あっ
て、
後

期
日
程は
四
五・
二
倍と
い
う
大
変な
競
争
率で、
全
国
すべ
て

の
都
道
府
県か
ら
受
験
生
が
押し
か
け
た。
現
在は
三
年
目で
あ

る
が
平
均
倍
率は一
般
選
抜
入
試
で
約一
五
倍、
推
薦
入
試
で
も

五
倍
強の
競
争
率で、
全
国か
ら
優
秀な
学生が
入
学し
て
い
る。

主
要
予
備
校の
入
試
難
易
度
デ
l
タ
で
は
公
立
大
学の
トッ
プ、

国
立
大
学と
比べ
て
も
文
系で
は
北
海
道
大
学
や
東
北
大
学を
凌

い
で
京
都
大
学
や一
橋
大
学と
ほ
ぼ
並
ん
で
お
り、
地
方の
新
設

大
学で
は
起こ
り
得ない
奇跡だ
と
受
験
専
門
家は
驚い
て
い
る。

国
際
教
養
大
学の
も
う一
つ
の
特
色は、
T
O
E
F
L
六
0
0

点
以
上
を
採
用
条
件に
し
て
い
る
大
学
職
員が
き
わめ
て
優
秀な

こ
と
で
あ
り、
大
学の
意
思
決
定
に
も
加
わ
る
彼
らの
熱
意が
大

学
運
営
に
大い
に
役
立っ
て
い
る。

も
と
よ
り、
ま
だ
卒
業
生
も
出し
て
い
ない
段
階
で
大
学の
評

価は
不
可
能で
あ
り、
国
際
教
養
大
学の
試
練は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
と
言え
よ
う
が、
モ
チベ
l
ショ
ン
が
高く
本
当
に
よ
く

勉
強
す
る
学
生
諸
君の
成
長と
と
も
に、
こ
の
大
学は、
日
本と

世
界の
高
等
教
育の
あ
り
方を
変え
るパ
イ
オニ
ア
的
役
割を
担

う
もの
と
確
信し
て
い
る。
最
近
で
は
早
稲田
大
学、
富
山
国
際

大
学、
上
智
大
学な
ど
の
よ
う
に
「
国
際
教
養」
を
学
部
名と
す

る
大
学
も
増えつ
つ
あ
り、
ま
た
国
際
教
養
大
学と
国
際基
督
教

大
学
（
I
C
U）、
立
命
館ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（A
P
U）、
早

稲
田
大
学な
ど
との「
国
際
教
養」
を
機
軸に
し
た
連
携
も
始まっ

て
い
る。

広
大
な
秋
田
杉の
森に
固ま
れ、
学
長
室
か
ら一
分も
歩くと

春
に
は
美し
い
水
芭
蕉の
群生が
見
ら
れ
る
国
際
教
養
大
学は、

羽田
空
港と
の
聞に一
日
八
便
を
有
す
る
秋
田
空
港か
ら
車で
五

分と
いっ
た
便
利な
環
境に
あ
る。
国
際
会
議の
出
席
者や
留
学

生
は
秋
田
｜
関
西
空
港
便
や
秋
田
｜ソ
ウル
便を
利
用し
て
世
界

に
つ
な
がっ
て
い
て、
こ
の
点で
は
地
方の
時
代の
本
格
的な
閉

幕
を
も
告
げ
て
い
る
と
言えよ
う。

中
嶋ゼ
ミ
の
会の
会
員を
は
じめ
本
誌の
読
者の
皆
様に
は、

是
非
来
学し
て
い
た
だ
き、
授
業
や
キャ
ンパ
ス
の
雰
囲
気を
見

学し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願っ
て
い
る。
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